
令和７年度
各務原市下水道事業

予算概要

１．方針

◆総合計画に基づく事業実施と目標管理

◆経営戦略を軸とする効率的な事業経営

◆未普及解消事業、長寿命化事業、総合地震

対策事業、浸水対策事業の着実な推進



２．予算額

収益的収入 資本的収入 収入合計

令和６年度 3,050,827千円 2,587,251千円 5,638,078千円

令和７年度 3,088,932千円 2,504,310千円 5,593,242千円

増減 38,105千円 ▲82,941千円 ▲44,836千円

対前年度比 101.25％ 96.79％ 99.20％

収 入

支 出

収益的支出 資本的支出 支出合計

令和６年度 3,093,668千円 3,405,865千円 6,499,533千円

令和７年度 3,133,523千円 3,464,685千円 6,598,208千円

増減 39,855千円 58,820千円 98,675千円

対前年度比 101.29％ 101.73％ 101.52％

※「予算額」は議決対象の税込予算額を計上。財政状況は「４．収支の内訳」で示す。
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３．排水人口・戸数・排水量・有収水量

令和７年度予算における排水人口・戸数、年間総排水量、年間有
収水量は、次の値とする。

排水人口 109,401人 年間総排水量 12,882,746㎥

排水戸数 44,789戸 年間有収水量 10,306,197㎥

（有収率 80.00％）



資本的支出 3,464,685千円

汚水建設改良費
1,524,470千円
（44.0％）

雨水建設
改良費

623,000千円
（18.0％）

償還元金
1,236,478千円
（35.7％）

資本的収入 2,504,310千円

企業債
1,527,100千円
（61.0％）

国庫補助金
730,400千円
（29.2％）

下水道事業費用 2,938,739千円

流域維持管理負担金
798,731千円
（27.2％）

減価償却費
1,546,643千円
（52.6％）

下水道事業収益 2,938,739千円

下水道使用料
1,495,765千円
（50.9％）

繰入金等
762,962千円
（26.0％）

長期前受金戻入
680,012千円
（23.1％）

４．収支の内訳
収益的収支（３条予算：税抜）

資本的収支（４条予算：税込）

現金を伴わない
収入・支出の差

894,408千円

補てん財源とする

職員給与費
148,784千円
（5.1％）

償還利息
250,627千円
（8.5％）

その他
166,177千円
（5.7％）

負担金等
50,929千円
（2.0％）

繰入金
195,881千円
（7.8％）

流域建設負担金
68,801千円
（2.0％）

固定資産除却費
27,777千円
（0.9％）

その他
11,936千円
（0.3％）

消費税調整額
107,022千円

過年度損益
勘定留保資金
693,389千円

当年度
損益勘定
留保資金
159,964
千円



５．主な下水道事業（汚水）

・効率的汚水処理整備計画策定事業（予算額：8,000千円）【新規】
下水道事業の最適化を図るため、平成28年度の策定から10年が経過する効率的汚水処理
整備計画について、区域ごとの整備運営管理手法の見直しを行います。

・汚水管渠布設事業（予算額：941,421千円）
下水道の普及のため、汚水管渠の布設工事を行います｡
（三井処理分区・L=2,287ｍ、蘇原第２処理分区・L=490ｍ、上戸処理分区・L=1,579ｍ、
那加成清処理分区・L=781ｍ、おがせ幹線・L=246ｍ）

・下水道長寿命化事業（予算額：251,590千円）
老朽化した管渠等の長寿命化工事を行います。
（緑苑処理分区・L=992ｍ、宝積寺処理分区・L=241ｍ、各務処理分区・L=378ｍ）

・下水道不明水対策事業（予算額：44,271千円）
雨水浸入の多い箇所と原因を突き止め対策を講じるため、
調査及び工事を行います。
（調査：蘇原第１処理分区・三井処理分区・前渡西町処理分区、
工事：宝積寺処理分区（新鵜沼台））

・管渠等耐震化事業（予算額：171,000千円）
総合地震対策計画に基づき、主要管渠の耐震補強工事や陵南小
マンホールトイレシステムの設計を行います。
（太平幹線ほか・L=990ｍ）



６．主な下水道事業（雨水）

・雨水管理総合計画策定事業（予算額：38,500千円）【新規】
全国的に激甚化している集中豪雨等への対策として、地区ごとの浸水リスクと
都市機能の集積状況等に応じた浸水対策の最適な整備方針を定める「雨水管理
総合計画」を策定します。

・雨水管渠整備事業（予算額：219,100千円）
雨水出水による浸水被害を軽減するため、雨水管渠の整備を行います。
（工事：鵜沼古市場第３雨水幹線、百曲雨水幹線）

・雨水貯留施設整備事業（予算額：365,400千円）
雨水出水による浸水被害を軽減するため、一時的に雨水を貯める
施設の整備を行います。
（工事：山の前２号雨水調整池・山の前３号雨水調整池）


